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特集

日中戦争前後 に おける日 中間交渉の
一

形態

　　　　　　 一 王 子 恵 と彼を巡る人々 一

関　智英

1． は じめに

1）研 究の 目的

　 日中戦争時期 の い わ ゆる対 日協力政権 に つ い て は ， 当該政権を傀儡政権 とす るか ， 対 日

協力政権 とす るか ，あるい は 占領 地政権 とするか
， とい っ た視角の 置 き方 に議論 はあ る も

の の
，

こ こ 二 十年近 い 研 究の 深 化に よ り，事実関係に つ い て は か な りの 部分が 明 らか に さ

れ た 。 筆者 自身 もこ うした成果 に強 く啓発 を受 けて きた 。

　本稿で は ，
1938 年 3 月 に南京 に成立 した 中華民国維新政府 （以下維新政府） の 樹立 に

深 く関わ り， 同政府で実業部部長 を務めた王子 恵 な る人物の 事績 を整理考察す る 。 そ の 際 ，

日本 占領地 の 政権に 関わ っ て い く王 の行動に 出来る限 り即 した分析を 目指す 。 また 王子 恵

が 戦後 も活 動 して い る点 に も注 目 し ， そ の 活動 の戦 中と戦後の 連続性に つ い て も検討す る。

　従来の 中国史研究で は，王 子恵に っ い ては ，専論 はむ ろん の こ と辞書 的 な説 明 もほ とん

どな か っ た 。 これ に は王 子恵が維新政府 に 参加す るまで は政治的に無名で あ っ た こ と ， 維

新政府実業部部長 と して 政治の 表舞台に 登場す る も，在任
一

年余 で辞職 した こ と ， また

1940 年 4 月 に南京 に成 立 した 汪 精衛政権i （以下汪政権 ） とは距離 を取 っ た こ と，な どが

背景に ある と考え られ る。加 えて 王 子恵 と交渉の あっ た 日本人 の 中に も ， その 評価に つ い

て 相反 す る見解が存在 した こ とで ，王 の 入 物像が一
層 と らえ に くい もの とな っ た と思 われ

る。総 じて ，王 子 恵を説明す る事が 難 しか っ た とい うこ とは言えそ うで ある 。 王 子恵 の 存

在は 日中関係 史 の 中で 忘 れ られ，宙に 浮 い た まま に な っ て い るの で ある 。

　に もか か わ らず王 子 恵に つ い て 言及 す る回想録 な ど史料を相互 に検討する と，そ こ に は

維新政府樹立 前夜の 日中交渉の 水面 下の 動向や，対 重慶 国民政府和 平 工 作最前線の 具体的

動 きの
一

端 を垣 間見 るこ とが で きる。王子恵が戦中の み ならず戦後 も日中の 間で活動 して

い る点 も興味 深 い 。 こ の た め王子恵 の 経歴 ・活動を検討す る こ とで ， これまで の 研究で は

光が 当て られ て こ なか っ た 日 中交 渉 ， 当該時期の 中国社会の
一

端 を明 らか に する こ とがで

きる と考 え る 。

　以下 ， 本稿で は王 子恵 に 関する史料 を整 理 した 上で ，維新政府時期，対重慶和平工 作時

期， さ らに 戦後の 動 きを追い ，上 記問題 の 解明を試み る。
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2）王 子恵 に関す る史 料

　王子 恵 が こ れ ま で 中国史研 究の 上 で 注 目され て こ なか っ た理 由の
一

つ に ，
王 が 脆弱 な政

府 とはい え部長職 （日本 の 大臣に相 当しよ う）に就任す るも，在任 1年余で 辞任 したこ と

が あ る。 また 一
部 の 例外 （lfho　

’

　S　 who 　 in　 China’ Bi　ograph 　ies　 of 　Chinθs θ Leaders　S ）

を除い て は ， 当時の 人名録の 類 へ の 掲載 がな か っ た点 も関係 して い よ う。 偶然の こ とな が

ら ，
王 子恵 の 部長在任 （1938 年 3 月 〜 39 年 8 月）は ， 日本での 中国人入 名録編纂 の ピ

ー

クを外れ て い た 。

　 王 子 恵の 名前が 日中双 方で 広 く知 られ る よ うに な っ た 1938 年 は，当時 日本語に よ る最

も詳 細な中国要 人録 の
一

冊 で あ っ た外務省情報部編纂 『現代 中華民国満洲 帝国人名鑑』の

昭 和 12年版出版の 翌 年で あ っ た （結局 外務省編纂の 中国人 人名 録 は戦前で は 同版 が最後

とな っ た）。 また，王 子 恵が実業部部長 を辞 し，政界の 表舞台か ら離れた の は，汪精衛 ら

の 和平運 動が具体化 し
， 当時の 「新 中国」 情勢に対応 した書籍 の 出版が盛ん に なる直前で

あっ た。巡 り合わせ が悪 か っ た と言 えばそれ まで だが， こ の狭 間の 時期 と王子恵の活動時

期が重な っ た こ ともまた ，
王 子 恵の 事跡 を後世 に残 りに くく した と思われ る 。 民 国時期の

人物辞典 と して知 られ る 『民 国人物 大辞 典』に も王子 恵の 項 目は ない
。

　 下の 引用 は ， 1939年 に 日本 で 出版 され た 中国事情 の ハ ン ドブ ッ クに掲載 され た王 子恵

の 略歴だ が ，
こ うした記述は例外 的なもの と言え る 。 内容 は同時期の 新聞報道等が伝 えた

王 子恵の 経歴な ど とも符節 を合 わせ ，当時伝 え られ た平均的 な王 子恵の 経歴 と言 え よ う。

維新政府実業部長 ， 福建の 人で
一八 九二 （明治二 十五 ）年生れ ， 早稲田大学出身， 日

本語 の 巧 み さは 日本人以上で あ る 。 新聞記者 ， 社長 を経て 国民軍 第二 軍 の 駐滬辧事処

長 ， 国民 革命軍第二 十軍副軍長兼政治部主任等の 経歴 を持 ち ，
上海実業界に 特殊 の 勢

力 を張 っ て ゐた 。 維新政府生 み の 親の 一人 で ， 反蒋反共 の 態度 に於 て ， 新東 亜建 設 の

意気 と信念に於い て ，維新政府 内部の 最も熾烈な
一

人 で ある。 ダ
ー

ク ホ
ー

ス とし て そ

の 将来は注 目す べ き もの が あ る （新東亜研 究会 ， p．　148）。

　 こ の 中で 王 子恵が い み じ くも 「ダ
ー

クホ
ー

ス 」 と指摘 されて い る点は，象徴的で ある。

日本軍が 華中の 占領地工 作を進 め る中 ，
王 子恵は まさに 「ダ

ー
クホ

ー
ス 」 として 政治の表

舞台 に登 場 し， そ して 足 早に去 っ て 行 っ たの で あ る 。

　辞書的な説明の 少ない 王 子 恵だが ，
一

方で 維新政府 に 関わ っ た複数の 人 々 の 回想録や 日

記 に登場す るこ とが確認 され る 。 また外務省の 記録か らもその 活動の 一
端 が うか が え る他 ，

重 慶側 で 和平 工 作に関わ っ た 人物 の 証 言 もある 。
こ うした情報 ， と りわ け回想録 は単独で

用い るに は信憑性 に問題が残 る もの の
， 複数の 証言を相互 比較検討する こ とで

， 本稿が扱

うよ うな事象 を明 らか にす るには有用で ある 。

　王 子恵 に つ い て 記録 した 日本人 は大 き く次の 4 つ に分 かれ る 。 第 1 に ，
1920 年代 か ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 とん ぐ うゆ たか

上海で 王 と交流の あ っ た人々 で ある 。 長田実 ・頓宮寛 （共に医者）が こ れに該 当す る 。 彼

らは王 を肯定的 に評価 して い る 。 第 2 に ， 維新政府樹立か ら，そ の 後の 和平工 作で 王 子恵
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と関係 を持 っ た人 々 で ある 。 萱野長知 ・ 岡田尚 （松井石根通訳）・林秀澄 （中支那派遣憲

兵 隊）・小 川平吉 （元 鉄道大臣）・岩崎清七 （実業家）・大川 周明 らが これ に該当 しよ う。

彼 らの 中に は林の よ うに 王 に否 定的だ っ た人 間も含 まれ て い る点は留意 した い
。 第 3 に ，

外交官で ある 。 これ に は 当時上海総領事館 に勤務 して い た岩井英
一

（副領事）・森島守人 （参

事官 ）が該 当 し ， 両者 共 に王 に懐疑 的 で ある 。 第 4 に，ジ ャ
ーナ リス ト及び そ の周辺 に あ っ

た人 々 で ある 。 野依秀市 （実業之世界社社長）・山本実彦 （改造社社長）・
木村英夫 （新聞

記者）・丸山静雄 （朝 日新聞記者），尾暗士 郎 （作家）・北吟吉 （思想家 ・代議士 ）等 が こ

れ に該当す る 。 こ の うち野依 ・山本 ・尾 崎は王子恵 を高 く評価 して い る。 とりわけ尾暗が

王子恵を激賞して い る こ とは ， 当時の 日本 における王 子 恵報道の あ り方 も含 めて興味深 い

（詳 しくは後述）。

　
一

方 ， 中国側の 記録 には 陳器伯 （維新政府行政院簡任秘書）， 賈存徳 （孔祥熙秘書）の

回想 ， ま た胡鄂公 の 書翰が ある 。 そ の 内容 は ， 日本人 関係者 の 回想 と事実関係 に つ い て は

ほぼ符節を合わせ て お り，王子恵が維新政府 を離れた後 も 日中の 水面下で 交渉 して い たこ

との 傍証 となる 。

　ただ ， 日本側の 報道 ・回想 に王 子 恵の 人 とな りやそ の 積極的な発言 を伝 え る記録が 多い

こ ととは 対照的 に
， 中国側の 記録 に は 王 子恵が政治的に無名で

，
正 体不明の 人物で あ る と

い うこ と以外に ， 王子恵 の人 とな りを伝 える もの は ほ とん どない 。 維 新政府成立前後 の 動

きを詳細 に孔祥熙他 に伝 えた胡鄂 公 も ，
王 子恵 に つ い て は 「台湾人王某」 と しか触れて い

ない （中国第二歴史襠案館）。 中国側 の 史料 に王 子恵の 記 述が 少 ない 背景には ， もち ろん ，

維新政府参加 以前の 王子恵が政治的 に無名だ っ た こ ともあろ うが，加 えて 幼少期か ら日本

で過 ご した 王 子 恵が あま り中国語 に堪能で な く， 維新政府 の 会議 も欠席 しが ちで あ っ た
，

とい う証 言 を裏付けて い る よ うに思われ る （丸 山静雄 ， p，68， 木戸 日記研 究会 ，
　 p，89）。

皿． 維新政府前後の 動 き

1）維新政府以 前の 経歴

　維新政府成 立以前 の 王 子恵 につ い て は不 明な点が多い
。 当時の 紹介記事に よ れ ば，王 子

恵の 両親 は 「セ レ ベ ス 島の 華僑 と して 羽振 りを利か して ゐ た」 （馬 郡健 次 郎 ， p．93）とい い ，

王 子 恵は父親 の 仕事 の 関係で 6 〜 7 歳の 頃 に渡 日 。 麹 町 の 小 学校 に入 学 し，以 後
一

貫 し て

日本 に滞在 し，1919 年早稲 田大学 を卒業 （『読売新聞』1957）， 北京 で 『国風 日報』編輯長 ・

『正義 日報』社長 とな っ た 。 そ の 後 ， 国民軍第二 軍の 駐滬辧事処長 ，国民 革命軍 第二 十 軍

副 軍長兼政治部主任 ， 国民政府 総参 議処代表 中日経済研究会員等 を歴任 した とい う （『揚

子 江』，p．83）。 ちなみ に ， 早 稲 田大学卒の 経歴 だ が ， 同大 学紳士録で は正 式 な卒業生 で は

ない 「学友」 と されて い る （早稲 田大学紳士 録刊行会 ， p．199）。

　こ の うち ， 北 京 で の 具体的 な活 動 は不 明だ が ， 無政府主義的傾 向を持 ち，中国同盟会員

として辛亥革命 に も参加 した景梅九 が ， 同時期北京 で 『国風 日報』 とい う新 聞を発行 して

い た こ と を考 え る と ， 王 子恵 が こ れ と何 等 か の 関係 が あ っ た 可 能性 は あ る （景梅九 ，
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pp ．216−217）。 青年期の 王子 恵が ，無政府主義的傾 向を持 っ て い た こ とは
， 北吟吉 も 「王

君 は一種 の 革命児な り （中略）彼 は青年時代の 思想傾 向を語 りた るが ， 支那人 の 理 想家の

共通点 ともい ふ べ き，無政府主義的傾 向を有 した り」 と証 言 してい る （北聆吉 1938a）。

　 し か し
，

王 子 恵はそ の 後反 共に転 じた と思われ る。
王子 恵 と義兄弟の 契 りを結ん で い た

長 田実は ， 1920年代末 に 王 子 恵 は 「昨今で い ふ 防共運 動，即ち反 共産主義運動 」 をや っ

て お り， 長 田 も 「王子恵君を助勢 して ， 日支両国の 融和親 善をは か ら うと思ひ 立 ち，共 に

力 を合せ て 国事の た めに 奔走 し よ う， と誓ふ 仲に なっ た」 と回想す る 。 そ して 王子恵 は 「胡

漢民 の や うな大先輩 を始 め ， 蒋介石 ， 汪兆銘 ， 于右任 ， 宋子文 ，
王 正 廷 な どの 諒解を経て ，

絶 えず 〔日中〕双方の 接近を工 作し」 て い た とい う （長田実 ， p，266）。

　 こ うした事情 を勘案す る と， 王 子恵 は北伐後国 民党に接近 し ， 党の 要人 とも実際関係 を

持 っ て い た と思 われ る。 萱 野長知 に よれ ば ，
「上海 の 仏蘭西 租界の 宋公 館 で ， 蒋介石氏 に

会 っ た時 ， 〔王 は〕蒋先生の 取 次 ぎ見 たい な事を して ゐ た」 とい う （小 川桑兵衛 ， p．101）。

王 自身 も蒋介石 と関係が あ っ たこ とを 「蒋介石 とは 昔か ら肚 が 合は ない 」，蒋介石 は 「意

地 ツ 張 りで
， 強 い 意 志 を持 っ て ゐ る が雅 量 に 乏 しい 」 な ど と語 っ て い る （野依 秀 市，

1939，　p，306）。

　 こ の 時期， 日中の 経済提携 に 向けた動 きに 王 子恵が 関わ っ て い た こ とも興味深い 。王 子

恵に よれば 「事変前に は 汪精衛 も協力 して ，上海で 「連亜興業公 司」 の 樹立 工 作に カを注」

ぎ ，
「九分九厘 まで漕 ぎつ け 乍 ら，例 の 人 ・一

三 事件 の 勃発 に よ っ て ， 遂に跡方 もなく潰

れ 去 つ て 了 つ た」 とい う （王 子 恵， 1938b）。

　 連亜興業公 司の 具体的な内容 は不明 だが， これ に つ い て は頓宮寛 （福民病院院長）の 回

想が傍証 を提供す る 。 頓宮は 「満洲事変進 行期 で 時期をは っ き りと思 い 出せ ませ ん が ， 中

国友人 ，
王 子 恵は 当時国民政府の 王者で ある宋子 文 を背景に ， 満洲事変不拡大の

一
策 とし

て ， 先ず上海に 中 日合弁 『連亜 実業公 司』 と称す る両国間通商を
一

手 に 引き受 ける公 司を

開設 する案」 を立て た とい う。

　 そ の 中身は 「当時猛進 し つ つ ある 日貨大排斥中の 重要品 目で ある人絹を筆頭 に他 の 物資

も逐 次解禁 して ， 両国民 の 緊張 を解消 し， 侵略行為や 戦争 を不 必要不可 能 に しよ うとす る」

もの で ，「先ず在留 日本人 殊に 大商事会社上 海支店長級数名 を主役 と し，有力 中国人数名

と共 に秘密会談を」 し，中国側 に は 上海総商会 の 王 暁籟 もい た ， と証言 して い る （南堀英

二 ，p ．162）。 中国の 実力者 を巻 き込 んだ計画 が水 面下で進 め られ て い た こ とは確か と思 わ

れ る 。

　王 子恵 につ い て 「事変前ま で は，名 もなき市井 の 知 日家と して ， 上海方面 で 日本人 の 間

を游 ぎ廻 っ て ゐ た」 との 説 明 は ， 上述 の よ うな事 情を指 して の もの で あろ う （報知 新聞政

治部 ， p．45）。

2）維新政府樹立 工 作

　 1937 年 7 月 に勃発 した 日中戦争は ，
王 子恵に大きな転機を齎した 。

8 月 には上海で も戦

闘が始ま り ， 上海 を占領 した 日本軍 は 11 月 に浦東に上海市大道政府 を樹 立 し， 占領工 作
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の 第
一

歩を踏み 出 した （関智英 ， 20Q7）。 また 1938年 1月 1 日には ，か つ て の 国民政府 の

首都南京 に陶錫三 を委員長に南京市 自治委員会が成立 した 。 そ の 後 も 日本軍 占領地 には ，

都市を単位 に こ うした 自治委員会 が次々 に成立 してい っ た （関智英，2014）。

王 子恵の 出馬

　占領地経営が具体化す る 中， 日本 占領当局 （中支那方面 軍， 1938年 2 月 14 日に 中支那

派遣軍に再編成）が 求 めたの は ，都市 レ ベ ル で成 立 して い た上述の 各種政府 ・自治委員会

を束ね る よ り強力 な政府 の 樹立で あ っ た 。

　華 中の 政権樹 立工 作につ い て は，松井石 根の 通訳 と して 深 く関わ っ た 岡田 尚の 回想が ，

管見の 限 り最 も詳細に事情 を伝 え る もの と して 貴重で ある （岡田 尚，
1980

， pp．184− 185）。

岡田 らの 動きには中国側の 傍証 もある （李文浜 ， p．184）。 岡田尚の 父親有民は ， 大倉組上

海支店長 な どを務め，松井石 根 ・坂西利八郎 ら 「支那通」 軍人 とも交流があ り （岡 田尚，

1936）， 岡田 尚もそ の 繋が りで 松井の 秘書 を務 めて い た 。

　当初， 日本側が新政府の 首班 に擁 立を 目指 して い た の は ， 中華民国初代 国務総理 で ，そ

の 後 も政界 の 元老 と目され て い た唐紹儀 で あ っ た。 しか し
， 唐紹儀は老齢 を理 由に出馬 を

拒否 し， 次 に想 定 され て い た李思浩 （安福派の 財政家，中国銀行総裁，財政部総長等歴任 ）

も香港 へ 逃亡 した 。

　こ うした事態に対 し， 司令部の 臼田寛三 は唐紹儀の た めの ポ ス トとして 政府 首班 を空位

と して お き，先に それ以 下 の ポ ス トを固 め る方針 を取 っ た 。 唐紹儀 と同郷 で 関係 の深 か っ

た温 宗堯 （後 に維 新 政府 立法 院院長） もこ の 案 を支持 した とい う。 しか し
， 唐紹 儀は結局

出馬せ ず，維 新政府成立 後 の 1938 年 9 月 30 日， その 出馬 を恐れ て い た重慶 の 国民政府 に

よ っ て 暗殺 され るこ とになる （夏文運，pp．120
− 122

， 上法快男他編 p．347）。

　王 子恵が新政府の 首班 と して 急浮上 したの は こ うした人選 工 作 が進む 中で あ っ た 。 森島

守人 に よれ ば ， 王 子 恵 を司令部 の 臼 田寛三 ・
長勇 らに紹介 したの は先述の 頓宮寛で ，「王

は容姿端麗 ，弁舌爽やかで しか も
一

種 の魅 力を具 えて い た もの か ，

一
見 旧知 の 如 く臼 田，

長の 信任を博 した」 とい う （森島守人，p．146）。

　孫 中山の 革命運 動に協力 して 以 来 ， 国民党要人 と繋が りを持 っ て い た萱野長知 も王 子 恵

を推 した一人 で あ っ た 。 当時萱 野 は松井石 根 の 「私 的最高顧 問」 を務めて い たが ，
「単 に

名望 があ つ て仕事 の 出来 ない 人 物 を揃 へ る よ りも ， 〔新政府樹立 工 作 は〕殆ん ど革命 をや

る様な仕事で あ るか ら とい ふ の で ，少壮有為の 士 を以 て政府 を構 成す る様 に松井大 将に進

言 し」， 王 子 恵 を 「在支 四十年 斯 くの 如 き人傑 に 接 し ない 」 と 「推 称 し 」 た （北吟吉 ，

1938b
，
　 pp．11−12）。 当初は蒋介石 との 繋が りを持 つ とい う触れ込み （辻政信 に よれば，王

子 恵 の 維新政府参加は ， 重慶側 の 諒解の 下 で あ っ た とい う （辻政信，p．288） を買 っ て
，

松井石 根 も 「王 を推挙す る こ とに賛同 した」 （森島守人 ， p．146） とい う。

　北吟吉に よれ ば ，
こ の 頃王子 恵 は 「〔中華民 国の 〕五 色旗 は満蒙 回蔵漢 の 五 族共和 を意

味す る もの 」 の ， 「満洲帝国は 既 に 独立 し，蒙疆 自治政府は新 た に成立 し ， 回 教は宗教 に

して 回教徒は
一

民族を意味せず ， 西蔵 また半独立 国」 とい う現状を考える と ，
「維新政府

の 成立 は 単な る政府 の 更迭 に非ず ， 寧 ろ新国家 の 創設 を意味す」 る もの で あ るか ら ，
「中
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華民国の 国号及び国旗の 五 色旗を変更せ ん と主張」 し て い た
。 そ して 王 子恵 を支持する

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お お い

「某 々 大佐，某 々 中佐及 び 民 間志士 等，大 に 共鳴 し，王 君の 案 に依 る 新国旗 ， 日本 の 日 の

丸 の 赤 地 を 白く し ， 白地 を赤 くせ る旗 を幾千用 意 」 した とい う （北 聆 吉 ，
1938a）。

　 こ の 証言 は ， 先 の 萱野長知の 「殆 ど革命 をや る様 な仕事」 とい う意識 とも符節 を合わせ ，

当初，華 中の 新政府樹立 工 作が， 中華民 国 とい う政体の 解消 も含 めて 検討 されて い た こ と

を伝 えて い る 。

王 子 恵へ の 批判

　 しか し王子 恵擁立 には ，王 の 不透明な経歴等 を理 由に ， 海軍省 と外 務省が猛 烈 に反対 し

た （田尻愛義 ，
「中支新政権組織大綱」）。 さらに岩井英一 に よ り ，

「王 〔子恵〕は 台湾の 出

身，第
一

次上 海事変後に起 きた天 長節祝賀会場 にお ける爆弾事件 につ い て ，真犯人を手引

きす る とて ， 陸海軍を欺き呉淞 まで わ ざわ ざ駆 逐艦 を も出させ た 曰 くづ きの 人 物 ， 往年 の

王晦知」 に他 な らない
， とい う情報 も齎 され た （森島守人 ， p．146 ， 岩井英

一
，
　 p．401）。

　 こ うした こ ともあ り松井石根 も 「怒気荒 々 しく ， そ ん な中国人 か 台湾人 か 得体の 知れぬ

人間を首班にする こ とは 自分が最高指揮官で い る間は 絶対 に許可す る こ とはで きない
。 長

〔勇〕中佐 に はそ ん な馬鹿 な工 作 は 中止 する よ うお れが命令する」 と し，そ の 代 りの 候補

と して梁鴻志 ・陳羣 ・温宗 堯の 3 名 を提示 し ， 結局粱鴻志 を中心 と して 維新政府樹立 工 作

が進 め られ るこ とにな っ た （関智英，2013）。

　 しか し，王子恵 排除の動 き に，それ まで 王擁立 に動 い て い た 臼 田寛三 ・長 勇 らは激 し く

抵抗 した。森 島守人 によれ ば 「窮地 に陥 っ た 臼田 ， 長は，王 反 対論 を撃滅するた め，神楽

坂や浅草方面 か ら多数 の 無頼漢を集 めて謀略や暴力的手段 に訴」 え，同 じ く維新政府樹立

に 関わっ て い た軍人の 原 田熊吉や楠本実隆に も憲兵の護衛が つ く事態 とな っ た 。 また ， 彼

らは孫 中山以来 ， 中国 との 関係が深い 山田純三郎 を 「一室 に監禁 して ， 山田の 王 反対を難

詰 し，拳銃 と 日本刀 とで脅迫 の 末 ，王 に賛成す る との
一

札 を と りつ けた 」 と い う （森島守

人，pp ．146− 147）。

　 こ の た め 王 子 恵は首班で は な く， 外交部参事 の 就任で 話が進 め られたが
，

王 が 土肥原賢

二 に訴 えた こ と もあ り，結局実業部部長 に就任す るこ とで 話は纏ま っ た （陳器伯 ， p，85）。

3） 王子 恵の将来構想一維新政府に お ける発言

　 当時王 子恵は，国民党批判 を展開 した こ とで知 られ て お り，そ の 議論で 三民 主義は夜店

の 古 本屋 か ら拾い 集めた程度 の 思想 （王子 恵 1939b）で ，
三 民主義が 良い な らば，五 民主

義 や十民 主義 はなお さ ら良い （報知 新聞政 治部 ，
47 頁 ）， な どと述べ てい た。王 子 恵は 自

らの 展望 を， 「ア ジア の 理想」 ない し は 「ア ジア の 明 日」 とい っ た 言葉 で ，積極的に披瀝

1）　 同時期 ，
王 子恵と同様 に 五 族共 和 が 事実上崩壊 し て い る とい う現状をも っ て

， 中華民 国の 前提

が崩れ た と主 張 し た人物に 張鳴が い る 。 張鳴の義父 が萱 野長知 で あ っ た こ と ， また張 鳴 と王 子 恵が

「不倶戴天 の 間柄」 であ っ た とい う大川周明の 証言 を踏ま え る と （大川周明顕彰会，p．193），両者

の 関係は興味深 い
。 張鳴に っ い て は別 稿を準備 して い る。
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した。王 の 将来構想 に っ い て ， か っ て筆者 は検討 を加 えた が （関智英 ， 2013）， 新 た な史

料 もふ まえこ こ で整理 してお きた い
。

　王 子恵の 議論は ， 維 新政府 の 実質的機 関誌 と して 上海で発行 され て い た雑誌 『中華新声』

や ，実業部刊行 『実業月刊』の 他 ， 複数 の 日本の 雑誌 に も確認で きる 。
こ うした個別の 論

文 は ， 後 に 自身 の論集 と して 『亜細亜 の 明 日を語 る』 （亜細亜 書房， 1938 年）及 びそ の 中

国語 版 『亜 細亜 之理想』（ユ938 年）として 纏め られ て い る 。 以下 『亜細亜 の 明 日を語 る』（同

書 か らの 引用は頁数の み記す）を適宜他 の 史料で 補い 議論 を整理 する 。

亜細亜の 理想／ 亜細亜の 明 日

　王子恵 の 議論の 中で 頻繁に登場す るキー
ワ
ー ドが

，
「亜 細亜 の 理想 （亜細亜の 明 日）」 で

あ っ た 。 王子 恵 は ，
「日支両国の 間に結ば るべ き同盟は ， 両国国民の 心 と心 とが先ず結び

合 っ た上 に打ち建 て られ る同盟で なけれ ばな ら亅 ない と ， 日中の 提携を説い た 。 そ して 同

盟 は 「現実の 必 要 に基 い て の み 生み 出され る もの 」 で はな く ，
「理 想が先づ 両国 々 民 の 心

を衝 い て ，その 所産物 として 作 り上 げ らるべ きもの 」 と説 明 した 。

　そ の 理 想 を王子恵 は 「ア ジア の 絶対性 と至 上性を確信す る理想」と述 べ て い る （王 子 恵 ，

1939c）。
王 子恵 に よれ ば ， 日中戦争の 原因は 「亜細亜 の 精神」が喪失 した た めで （p．4），「失

はれ た る亜 細亜 を 日支両国の 国民 に よ つ て 取返 す こ と」 が 日中戦争の 意義で あ っ た （p．8）。

　で は 王 子恵の 考え るア ジア とは何か 。王 子恵 は具体的に は言及 して い ない が ，
「亜 細亜

の 精神 の 特質は （中略）西 洋文 化の 特質 との 比較 に よつ て 明 らか に 示 され， （中略）西 洋

との 対 比 に於て亜細亜 の 本 質は把 握 され る」 （pp．6−7） とい う説明， 「亜 細亜 の 敵 は 云 ふ ま

で もな く ヨ
ー

ロ ツ パ の 東漸的傾 向」 とす る点 （p．40）， ア ジア的 同盟 を精神的同盟 とす る

点 （p．45）等か ら，欧米 との対抗を前提 と した精神的な連帯で あ っ た と言 えよ う。

　た だ ， そ の 具体的な内容には ほ とん ど言及が ない
。 王 子恵 は 「亜 細亜 の 「明 日」 の

一
つ

の 条件」 と して ，「ア ジ ア 民族 は，お 互 い に帰化 の 自由を獲得 しな けれ ばな らな い
。 印度

人 は何 時で も支那 人 にな り得る 。 支那人は 日本人に 何時で もな り得 る」 （p，59） とす るが
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ママ
具体的な話 で は ない

。
王 子 恵は ，

ア ジア の 平和は 「惹い て は 世界 の 平和 にまで 及 ぼす と云

ふ こ とに な らなけれ ば本 当の 意義 がない 」 （「中支経済座談会」， pp ．8−9） とす るが ，
い み

じ くも本入 が繰 り返 した キー
ワ
ー ドで あ る 「理想」の 枠を 出るもの で は なか っ た の で ある 。

日中関係

　王 子 恵は維新政府 の 名前 は，明治維新 を連想 させ るが ， それ は単 に言葉 の 上 に と どま る

もの で な く ，
「明治維新 の 持 つ 精神 ，意義，影響 を今新 に ，中部支那 に 実現 しなけれ ばな

らない 」 （p．96） と し， 「我 々 の 理 想 と行 動 との 根底 に は ， 明治維 新そ の もの が存在す る 」

と明言 して い た （p ．101）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ 　　 　　マ

　蒋介石 ・ 国民党に つ い て も，
「支那国民 とは ， 全た く利害相反す る関係 で あ り，何等本

質上の
一

致性 を持 っ て」 い ない と断定 した （p．31）。

　王 子 恵に よれば， 日中両国の 結合 は単に物資の 欠乏 を充た した り， 物 的な欲望 に備 え る

た め の 結合論 ， 親善論で は説明で きず， 「日本は指導者 として 支那 に 臨み ， 支那 は指導 さ

れ るもの とし て こ れ に対す る事が
， 両国 の 結合 の 本諦」 （pp ．　9−10） と説い た 。
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　その た め に飛躍 した議論で ある と留保 をつ けなが らも，
「日支両国間は

， 少 くと も此処

当分 の 間，
一

切他 との 国際関係 を絶 つ て ，二 つ の 国だ けが交誼 を守 り，二 つ の 国だけが結

ぶ 」 べ き と した ほか （p ．61）， 「最 も効果 的 に両 国の 言語
一

元化 を実現 し うる方 法 と して ，

支那 国民 が 全部 日本語 を学び ， 日本 人 が 全部支那語 を学ぶ」 こ とを提 唱 し た （p．53）。 ま

た 日中間の 関税 も撤廃す る べ き とし た （野依秀市，1938，p．186）。 すで に 日中戦争以前か

ら王子 恵は 「日支両国の 同盟は，結局に於 て 合邦にま で持 つ て 行 く位 の 覚悟 で な い と うま

く行 かん 」 と考えて い た とい う （長 田実 ， p．266）。

漢民族の 力

　こ こ まで 見て くる と ，
王 子恵 は全面 的に 日本の 優位を認 め た 議論， 日本に と っ て 都合の

よい 議論を ， 日本人 に代 わっ て主張 した よ うに も思われ る 。 しか し，本当にそ うで あろ う

か 。 王子恵の 主張の 重点は 実は こ こ に は なか っ た よ うに思われ る 。

　 とい うの も， 王 子恵は議論の 中で ， 漢民族に対す る愛 とそ の 力 につ い て も強 調 して い る

の で ある 。
王 は 「私 は吾 々 漢民族を愛 し ， 吾 々 を育ん で くれ た 中国 の 国土 を熱愛す る。そ

して 私は こ の 民族愛 ， 国土愛を永久に 持ち続けた い 」 と し
， 漢民族 ・中国の 国土 を維持す

るに は 「日支両民族結合 に よ る新亜細亜体制の 建設以外 に は ない 」 とい う立揚か らも議論

を展 開 した （報知新聞政治部 ， p．　47）。 日中戦争に つ い て も ，
「漢民族の 軍 隊が

， 敵 と戦ふ

て破 れ る事 を ， ど うして希 望す る事が 出来よ うか 」 （p．31），
「支那 に支那 国 民の 誇 りが ある 。

　 　 ま こ と

これは 洵 に正 しい 事で あ り，必 然の 事」 （p．71） と明言 して い た。

　王 子 恵は ， 漢 民族 は ， 決 して 弱 い 国民 で な く ，
「何人 の 支配 の 下 に立 た う とも （中略）

五 億 を越 ゆ る大国 民 が
一

大組 織 を結成す る時，それ こ そ 恐 るべ き大国 民 とな る」 （p．36）

な ど，日本 へ の 牽制 ともとれ る発言 も残 して い る 。 当時，王子恵 に会見 した 山本実彦 も 「支

那の 兵も強い し ， お 国の 兵 も強い 」 と 「日本兵の 強さに言及する前に支那兵の 強 さを語 つ

た］ 王 子 恵の 発言 を ，
「祖 国愛の 現れ 」 と見て い る （山本実彦，p．　83）。

　 また王 子恵 は 中国に対する 日本の 在 り方に も註文 を付 けた。王 は 「指導 とは ，指導の 力

に よ つ て ，指導 さる者の 要望 を充た す関係」 （p．10）で ，
「四 億五 千万民 衆の 心 こ そ ， （中略）

尊 い もの で 」， そ の 獲得 の た め に 日本は 「支那 の 国 民 を愛す る」 こ とが 必要 と した （pp．25
−

26）。 さ らに今回 の 戦争で 「支那 の 国民 の 体力 ， 野性 的 な戦闘力等 は ， 決 して 脆弱 な もの

で は なか っ た」 （p．46） とし ，
「日本の 民 族的発 達は，支那 との 結合を条件 と して ，そ の 次

の 段階を 目指 して の み，無限の 将来 を予想す る こ とが 出来 る」（p．38）と喝破 したの で ある。

　王 子恵の議論 の重点は， 日本 と中国が 共 同歩調を とる こ とをア ジアの 理想 と し ， それ に

基 づ い て 中国を建 設する こ とに置か れた 。 王 は蒋介石 の 国民党政権や そ の 容共 政策は ， 民

族 的に誤 謬 で あ り ，
ア ジア の 喪失 と説明 し たの で ある。 「仮 りに，百 万 の 両 国 同胞が失 は

れ る とす る も，これ によ つ て ，将来百年間 に渉つ て輝 か し い 東亜 の 平和が保証 され る とす

るな らば ，い は ゴー
年平均

一
万人 の 犠牲に過 ぎない 」 （p．2） とい う発 言に うかが え る よ う

に ，
王 子 恵 の 主張が か な り長期的な展望 を想定 して な された点も特徴が ある 。

　 こ うした王 子 恵の 議論 は ， 具体性 を欠 き ， 政策実現の 面で はほ とん どカを持つ こ とは な

か っ た 。 北吟吉も王子 恵の 「思想が余 りに高邁 に して常人 の 理 解を超越」 し ，
「支那側及
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び 日本側の 定石 派の 諸君 と幾度か衝突せ り」 とする （北聆吉 ，
1939a）。

　ただ ， 抽象度の 高い 王子恵の 議論は ，

一
方で 日本人の 中に 王 子恵 を熱心 に評価する人を

生む
一

因 とな っ た よ うに思われ る．王 の 「亜細亜 の 理想」 は ， そ の 抽象度の 高さ故に ， 融

通無碍で もあ り， 日本の 快進撃が伝 えられ る中 ， 日本人 がそれ に 自らの 思い を重ねる こ と

も容易で あっ た と思われ る 。

　作家の 尾 暗士郎は 「彼 〔；王子恵〕 と向ひ あっ て ゐ るだ けで 私は こ の 人 物の 中にひそ ん

で ゐ る輝 くや うな もの に ハ ツ キ リ触れ る こ とがで きた の で ある 。 これほ ど透明な印象 を人

間か ら うけるこ とは滅多に ある もの で は ない 」 （尾 崎士 郎）と王 子 恵 を激賞 した が ， これ

は王 の 醸 し出す雰囲気 に ， そ の 理 想主義的主 張が相 ま っ て
， 文士 の 魂 をくす ぐっ た もの と

見て 大過 なか ろ う。

　上述の よ うな王 子 恵の 主張は ，
1938 年 12月 末に国民 党の 汪精衛 が重慶 を脱 出 し

，
日本

との 和平運動が 具体化する 中で変化 を余儀な くされ て くる。 1938年 10月 ， 武漢陥落直前

の ラ ジオ 放送 で ， 「今 日の 党軍 は百戦百敗 し ， すで に切 羽 詰ま っ た 状態 で あれ ば ， 汪精衛

はい っ た い どこ にそ の 理想 とす る半共産の 国家を建設 し よ うとす るの だろ うか 」 （王 子 恵 ，

1938a） と汪 精衛を名 指 しで 批判 した 王子 恵 だが ， 1939年 1月 に こ の 論考が再度掲載 され

た際 に は， 「汪精衛」 が 「多 くの 党の 要 人」，
「党軍 」 が 「党共残 軍 」 とそれ ぞ れ 改め られ

て い るの で ある （王 子 恵 ，
1939a ）。

4）実業部部長の 辞任

相反す る王子 恵評価

　1939年頃か ら維新政府 内で ，王 子 恵 に対す る圧力 は強 くな りつ つ あ っ た 。
王 子 恵 に つ

い て は ， 萱野長知が そ の 革新性に強 く期待して い た こ とは触れたが ，他に も 「頗 る潔癖で ，

才気煥発 ， あれ位才分の 豊か なもの は 日本 人 に もあま り類が少 なか ら う （中略）
一

種 の 国

士 と して 扱 つ て よい 人物亅 （野 依秀市， 1939，p．305）や，尾崎士 郎の 「丈の 高い
， 精悍の

気が眉宇に あふれ た 見るか らに颯爽 とした偉丈夫で ，　　 テ キ パ キ した動作や言 葉に も新
　 　 　 　 　 　 　 か げ

鮮 な情熱が深 い 翳 をか くして ゐ る」 （尾 崎士 郎） とい っ た評 価の よ うに ，
王 子 恵 にそ れ ま

での 中国の 政治家に はない 斬新さを観る立場 は根強 く存在 した。

　 こ れ には王 の 日本 語 能力 も影響 を与 えて い た と思われ る 。 王 の 日本語に つ い て は，先述

の 尾暗が ，維新政府 で 「王 子恵だ けは語尾 の 明瞭 な， 曇 りの ない 日本語で 〔訪 問 した 日本

人〕作家 の 一
人

一
人 と談笑 して ゐ た」 （尾崎士郎） とす る他 ， 新聞等 で も 「日本人 の 日本

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しんせ っ ぎ

語 の 訛 を注意 して くれ る親切 気 さへ 持 ち合 はせ て ゐ る （中略）角帯を締 め させ れ ば，れ っ

きと した 老舗の 御主人で ，義太夫で も習ひ か ね ま じき 日本 的 な ， あま りに 日本 的 なそ の 印

象」 （『読売新聞』 1939）「彼 の 日本語 は実に 堂に 入 つ た もの で あ り，喋べ らせ て 置 けば ，

田舎訛 の 東京人 よ りは垢抜 けの した東京 弁 が実 に 明快 （中略）俳句 もひ ねれ ば，和歌 も詠

む 。 啄木 を語れ ば，明治 ・大正 文学 に つ い て も
一

家言を以 て 滔 々 と徹宵論断す る亅 （報知

新聞政治部，p．46）の よ うに ，王 の 紹介で は，ほ ぼ例外な く言及 して い た （馬 郡健 次郎 p．93，

野 依秀市 1940， p．45等）。 王 子 恵 も日本語 を生 か して ，大川周 明 ・久原 房之助 ・三 木武吉 ・
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古島
一

雄 な ど知名 の 士 との 交流 を積極的に模索 して い た （大川 周 明顕彰会，p．193 ・195，

岩井英
一

， p．402）。

　
一

方 ， 王子 恵に反対 す る人 々 は ，
王 が実は上海事変で 日本軍 を翻弄 した王 晦知 なの で は

ない か とい う噂が あっ た こ とや，王 と重慶 国民政府 との 関係 を問題 に して い た （田尻愛義）。

　当時憲兵 と して 上海 に い た林秀澄は 王 子恵に っ い て ，
「え たい の わか らない 男 で ご ざい

ま して ，
二 重国籍なんか持 っ てい るん じゃ ない か 」 と し， 維 新政府が 上海か ら南京に移 っ

た後 も， 王 だ けが 「官舎に立 て こ も っ て南京 に赴任」 しなか っ た こ とを疑 っ てい た とい う。

重慶国民 政府 との 関係につ い て も 「王 子恵の 実力 とい うの は，私全然わか らない 」 と した

上 で
，

「重慶 と連絡が ある ， 私 をお使 い に なれ ば重慶 との 和平工 作がで き る とい うの が 王

子恵 の 売物だ っ た」 と し ，
「日本人が 引 っ か か りやすい 人物 」 と結論づ けて い る （木 戸 目

記 研 究会 ， p．89 ，
　 pp．168− 169）。

　しか し林が ， 王 子恵が 本 当に重慶 と繋が りがあるの か を疑い ， 「この 間まで 孔祥熙の 使

者 が二 入私 の 家へ 来て 」 い た とい う王 の 発言を， 「ほ ら」 と し て切 り捨て て い る点 には 問

題 が ある 。 とい うの も， 後述す る よ うに ， 王 子恵が 孔祥熙の 秘書で ある賈存徳 と関係 が あっ

た こ とは ， 賈の 回想や ， 日中の 水 面下 で 和 平 工 作に 当た っ た松本蔵次関係 の 書翰等で 明 ら

か なため で ある （伊藤 ・鳥海， 1978，no 。89）。 この こ とは王子 恵 が事 実 を語 っ て い な が ら，

それ を真 に受 けて もらえない ，あ る種 の 胡散臭 さをもまた醸 し出 して い た ， とい うこ とも

示 して い る 。

　王 子 恵 が酒 も嗜まず （尾 崎士 郎）， 中国の 官僚気質 に 馴染 め ない こ とも問題 で あ っ た 。

野依秀市は，王 子恵が 「支那 人 に して 日本人 の 心 を持 つ て ゐ る男」 で ，
「頗る潔癖」 で あっ

た こ とか ら， 「所謂支那の 役人 と肚が合は ない
。 維新政府で も孤立無援 だつ た」 とし， 「支

那で は格別怪まずにや つ て ゐ る役人生活の こ とで も， 彼 〔＝ 王 子 恵〕の 眼か ら見る と怪 し

か らん ， とい ふ や うなこ とか ら ， 自然 と折合 が悪 くな っ たの で あ ら う」 と推測 してい る （野

依秀市 ，
1939

， p．305）。

　王 子 恵 自身 も しば し ば不満 を 口 に して い た 。 1939 年 3 月 ， 上海 を訪 問 中の 小 川 平 吉に

向い 王 子 恵 は， 「現状 を維持 して 自己 の 利 を図る に 汲 々 た 亅 る維新政府 部長 らを批 判 した

の み な らず ，
「日本の 現 地軍 部 ， 亦認 識 不足 して， 中央 も亦同様 な り， と憤激 し 」 た。 さ

らに維新政府 の 中に王 子 恵暗殺 を謀 る動 き もあ り，こ れ に危機感 を持 っ た 王 は 「過般来辞

職 を乞 ふ も許 されず」，つ い て は 「進 んで 日本 に赴 き， 〔日本 〕 政府 に 〔維新政府 の 〕政治

状 態を訴 へ

， 今後 の 処 置を促 さん と欲 し悲壮なる決意 をな し」 た ，とい う （小川平吉，「日

記」 1939年 3月 26 日）。

　 こ の 事情 を知 っ た萱野長知 は，上海の 松 本蔵次 に対 し， 王子 恵が東京に行 き運 動をす る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くだ された くそ うろ う

こ とをし ばらく中止す る こ とを要請 し ，
「余 りあせ らぬ 様 ， 〔王 に〕御注意被 下 度候」 と

書 き送 っ て い る （伊藤・鳥海 ，
1978

，
no ．97）。

王 の 東京での 運 動は結局実現 しなか っ た が ，

王 子 恵 と他 の 維新政府 官員 との 関係 は もは や修復 困難な 状況 に至 っ て い た と言 え るだろ

う。
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実業部部長の辞任

　 1939年 8 月 10 日 ， 維新政府議 政会議 は王 子恵 の 依願 退職 を認 め （『南京 新報』）， 王 は

維 新政府 を去 っ た。 そ もそ も王 子恵 の 部長 就任当初か ら ， 日本 の 外 務省 は時期 を見て 「王

を引込 め る」 方針 で （田尻愛義），
1938 年 3E7 日の 陸海外 3 省の 関係者協議 で も ，

王 子

恵を 「出来得 る 限 り速か に 罷め させ る 」 こ とが既定方針 とな っ て い た （「中支新政権組織

大綱」）。 日本軍 占領 地 に新た に設 け られ る湖北省省長 に王子恵が想定され て い る， とい っ

た報道 も ， 王 子恵下ろ しを裏付 け る もの で あ ろ う （『申報』）。

　 1939 年 8 月 は汪 派国 民党が 上海 で党大会 を開催す るな ど ， 新た な中央政府樹立 の 動 き

が 具体化 し つ つ あ る時期で もあ っ た 。 現地 日本軍 も， 新 中央政府が維新政府 との 間で 経済

的な諸問題 を解決す る際 ，
「王子恵等 の存在は （中略）好ま しか らざる」 もの と見て お り，

維新政府内部に実業部の 改組刷新 を熱望す る声が ある こ とも掴 んで い た 。
こ うして 「王部

長の 自発的辞職方 を工 作」 し ，
「後任者 は汪 〔精衛〕工 作 とも関聯せ しめ ， 取敢へ ず部長

心得 を現在 〔維新〕政府に 在 る部長又は 次長級 よ り選 定する」 方針 が決め られた （伊集団

軍 参謀長）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 えん

　王子 恵の 辞職を同 盟通信の 報道で 知 っ た萱野長知 は ， 松本蔵次 に対 し 「長 ら く掾 の 下の

カ もち」 を して きた 「因縁深 き吾人 として は，切歯暗涙 ある の み」， とそ の 悔 しい 胸の 内

を披瀝 した。王 子恵 に対 して も 「是れ か らが真 に本腰 に努力す べ き時」 で あ り，
「一朝の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ れ 　　 おきあが り こ ぼし　 な

蹉 跌に落胆す るや うの 人物で は我友に あ らず」 と激励す る こ と，ま た 「之 よ り不倒翁 と為

り，心 を冷静 に泰然 自若 として ，チ ョ コ チ ョ コ ウ ロ タ エ ヌ 」 こ とや ， 東京 行 っ て も 「泣 き

ゴ ト言ふ 勿れ 。 又 人の 悪声を放つ 勿れ 。 大きく ドッ シ リして ，万事を馬 耳東風 に して動か
　　　　　　　　　 e　　　o　　　e　　　e　　　e　　　e　　　e　　　e　　　e
ざる こ と山の 如く，敗軍の 将兵を語 らずの 気持 ちにて 折衝す る 」 こ とを伝 えて ほ しい 旨 し

た た めた 。 萱野は終始王 子恵の 将来を気にか け， また支持 し続けたの で ある （伊藤・鳥海 ，

1978 ，　no ．146）。

皿 ． 維新政府以後の 動き

1）萱野 長知 との和平 工 作

　王 子恵が維 新政府 を離れ た翌年 ，
1940 年 3 月 に汪 政権が成立 し ， 維新政府 は解消 された 。

王 子恵は 汪政権 とは 始終距離 を取 っ た。後述す るよ うに ，王 子恵 は汪政権 に対 して 批判的

で あ っ た 。 ま た
一

方の 汪政権 中枢 も王 子 恵辞任 を め ぐる
一

連 の 騒 動は 当然知 っ て い た と思

われ ，王 子恵 を政権 に取 り込む 可能性は無か っ た と思われ る。

　 日本 占領地 の 社会体制 は，ひ とまずは汪政権 を中心 に再編成 されつ つ あっ た。そ の 中で

王 子 恵が埋没せ ず ， 再び 日 中の 間で の 浮上 を 目指せ ば ，
王 に残 された選択肢 は ， 汪政権 を

批判 し
， 重慶 国民政府 と日本 の 和 平 を仲介す る他 には あま り無か っ た とも言 え よ う。

　王 子恵 と萱野長知 らの 交流はそ の 後 も続い た 。 1938年 11月 に王 は 日本 を訪問 し，熱海 ・

神戸等に滞在 し て い た こ とが確認 で きる （伊藤 ・ 鳥海 ，
1978

，
no ．180

，
182）。 さらに 1940

年 8 月 か ら 9A にか けて は，和知鷹二 ・板垣 征四郎 ・岩崎清七 らと ， 孔祥熙 を交渉相手 と
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した 和 平 工作 の 仲介に 当た っ た （伊藤
・
鳥海 ，1980，n 。．257，258，261）。 孔 祥 熙が 交渉相

手 に な っ た理 由 に つ い て ， 宇 垣
一

成 は 「目本 とあ ま り関係 が深 くない 」 人 が 良い と して ，

孔祥熙を指定 した として い る。 （宇垣
一

成， 1970，p．1245）

　こ の 交渉 の 具体 的な動 きは岩崎 清七 の 伝記 が助 け となる （小川 桑兵衛，pp．101
−113）。

それ に よ る と， 汪政権成立後 ， 来 日 して い た王子恵は 岩崎に 対 し ，
「支那 は蒋介石 主席で

なけれ ば治ま らない
。 汪 精衛氏 で は ， 国民 大衆の 信望 を繋 ぐに足 りない

。 日支 の 両 国が何

時ま で も ， 戦争 を続 けて ゐ るこ とは ， 人類の 福祉 と言 ふ大 きな点か ら考 へ て 見 て もい けな

い と思 ふ」 等 と語 り， そ の後岩崎の 引き合わせ で ，当時伊豆 長岡に い た宇垣 一
成 と熱海 で

会談 した 。

　こ の 会談で は 「王子恵 も蒋介石 や其他 の 要人達 と知 り合い 」 とい う程度で ， また 当時宇

垣 も政治の
一

線か ら退い てい たこ ともあ り ， 具体的内容の 申し合せ は なく， 善後策の 検討

を したに過 ぎなか っ た 。 しか し ，
「可及 的速やか に ， 和平 を講 じて ， 両 国 民の 福祉 を招来

しや う」 とい う点 だ けは
一

致 し，上海 で 準備交渉 を行い ，費用は 岩崎 が負担す る こ とが決

ま っ た。

　た だちに王 子 恵は帰国 し，そ の 後岩 崎に二 度に わた っ て 「重慶 との 交渉は毀 々 と具体化

しつ y あ る との 通 知」 を送 っ た 。 さ らに重 慶の 要人 （他の 史料か ら孔祥煕 と思 われ る）の

秘書か ら来信が あ っ たた め ， 岩崎に上海で 直接交渉に 当 っ て ほ しい
， と要請 した 。

　上海 に赴い た岩崎に対 し王 子 恵は ， 重慶側 か ら 「条件次 第に依 つ て は ， 和 平会議 を開 い

て ，協議 して もよい と言つ て 来た 」 とし ，「一，媾和条約締結後の 日本は 即時撤兵す る事，

但 し ， 共 匪 （＝ 共 産党）の 騒乱の 片付くまで ， 治安維持をする事 （在留 日本人の 生命財産

を保護す る為め ）。

一
，七 月 七 日の 盧溝橋事件以 前に は， さか の ぼ らない 事 。

一
， 北支の

権益 に就 い て は ， 最小 限度の もの は認め るが他の 新 しい 権益 は認 め られ ぬ 事 」 な ど四五項

目を提 示 した 。 しか し ， 回答 を重 慶側 に伝 えるた めの 使者 は結局戻 らず ， 交渉 は進展 しな

か っ た とい う。

　一方 ， 賈存徳は次の よ うに回想 して い る 。
1940 年 4 月 ， 東京 か ら戻 っ た 王 子 恵か ら賈

存徳に ， 軍部及び 板垣 征四郎は速やかに戦争を停止 す る こ とを望んで い る ， 和平会談は重

慶政府 を相手 と し，汪政権に は 反対す る ， とい う意向が示 された。 さ らに 5 月に は王子恵

か ら ， 板垣征 四郎の 自筆鉛筆書 きに よる 5 項 目，
1．共 同防共 ，

2．中 日経済提携 ，
3．汪

政権の 解消 ，4．休戦，5．撤兵 ，の 草稿が 届 け られ た。

　翌 6H ，賈存徳 は板垣 の 草稿 と汪政権が発行 した 「還都紀念」 の 冊子等を携 えて 重慶 に

戻 り ， 孔祥煕 に手渡 した 。 しか し同月か ら 日本軍の 重慶攻撃が激 しくな り， 重慶で 日本 と

の 和 平 工 作 を行 う状況 は厳 しさを増 して い た 。
7 月末 に重慶を訪れ た 王 子 恵の 使者蔡森 に

対 し
， 賈存徳 は

， 板垣 に よる正式 な書類作成を要求する とともに
， 活動資金 を渡 した

。

　その 後 ， 上海 江湾の 王 子恵寓所 で 賈存徳 ・ 岩崎清七 ・ 王 子恵 ・ 蔡森 の 会談が行 われた 。

冒頭王 子 恵の 要請で議事録 を作成す るこ と とな り ， 岩崎か らは蒋介石 を明治維新 に尽 力 し

た伊藤博文に擬す る発言が あ っ た とい う。 しか し， 日本側が作成 した文 書には ，話 し合 っ

て もい ない 具体的な 日本の 要求が書き込まれて い た こ ともあ り， 賈 らは 日本側 に不信感 を
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持 ち ， 結局交渉は纏ま らなか っ た 。
王 子恵も会談で は 話 を聞 くだ けで ， 自らは発言 しなか っ

た 。 賈存徳 に よれば ，そ の 後 も王 子 恵は香港 を舞台に和平工 作に関 わ っ て い た とい う （賈

存徳 PP ．74− 78）。

2）汪政権批判

　 1942 年 1 月 ， 木村英夫は 王 子 恵 と会見 し ， 非公 開を条件 に その 発 言 を記録 して い る 。

そ の 中で 王 子恵 は， 「一方 にお い て 諒解を与 え た事項 で も ， 他の
一

方 にお い て 封 じられ る

不 合理 は茶飯事で あ」 る ， と 日本 の対応が しば しば変わ る こ とを批判 し
，

「国 論の 統
一

と

真意の 表現は事変処理 の 第一義的な緊急問題 で ある」 と述べ た 。

　汪精衛 につ い て も 「日支全面和 平 （中略）の 使命を遂げる実力が ない 」 と批判 し，「宣

伝部長格汪精衛 を首班 とす る汪政権」 で は な く，
「百万 の 中央軍を有 し且つ 現代支那第

一

流 の 実力 と魅力を有する蒋介石 を して ， 日本 と協力の 下 に共 産党絶滅 の 大任 に当 ら しめ る

こ とが最上 の 策で あ り ， 大東亜戦下の 今 日 を以て 対蒋 工 作は 絶好 の機会」 と，蒋介石 を相

手 と した 日中和平 に 期待す る旨発言し て い る （木村英夫 ， pp．223−226）。

　以後，王 子 恵の 戦時中の 活動は確認 で きて い ない
。

N ． 戦後の 活動

1）上 海 ・日本で の 動き

　頓宮寛 に よれ ば ， 1945年 末 に王 文 成 と名 を改 めた 王 子 恵が 上 海 の 福民病院 を訪れ た 。

王 は 「蒋総統の 使い の 者が来て ， 頓 宮先生に会い たい との こ とで あ る」 と告 げ，頓宮は王

子 恵宅で 蒋介石 の 使い の 者 と対面 した とい う （南堀英 二
， pp．　298−299）。

　 日本の 敗戦後東南ア ジア に 潜伏 して い た辻政信 も，1948年上海 で王 子 恵の 世 話 に な っ

て い る。 辻 は ，
王 子 恵 は 「一昨年 （1946年） 日本 に渡 り， 日華合作 に 当っ たが複雑 な内

部 の 勢 力争い に よ つ て 召 還 され て い た 」 と して い るが （辻 政信 ， p．288），少 な くとも

1947 年 6 月 に ， 王 丕 承 （国民 政府駐 日代表 団軍事組組長）の 肝 入 りで 王 子恵 が 渡 日 して

い た こ とは
， 今井武夫 （元支那派遣軍参謀）も掴ん で い た （今井武夫）。

　王 子恵は 1949年 3 月に は 「蒋総統の 旨を受 けて 来れ り1 と葉 山に宇垣
一

成 を訪 問 した 。

王 は 「蒋氏 は ， 今度 こ そは全然過 去怨讐を忘れ て 堅 く中 日協 同 して 共産主義 を撲滅 した き

決意 を有す る と語 り」， 宇垣 の 決意 と協力 を求め ， そ の 後 もこ うした活動は 同年 7月 頃ま

で は続い た とい う （宇垣 一
成， 1971，p．1763，1775 頁）。

　岩 井英
一

も王子 恵 が 「終戦後 ， 名 を王 文 成 と改め蒋介石総統の 私設顧 問とい う触れ込 み

で ，代表団 と共 に来 日 した の には驚か され た （中略） 単 な る山師 とい うには 余 りに も大胆

不敵で あ り ， ま さに怪物」 と記 して い る （岩井英
一

，p．403）。

　こ の よ うに戦後 も王 子 恵が活動で きた背 景には ， 王 と汪政権の 問に終始
一

貫 して 距離 が

あっ た こ と， さらに王 が重慶 国民政府 と水面 下で和 平工作を行 っ て い た こ とが関係 して い

よ う。 これ らが言 うなれば免罪符 とな り，結果 王 子 恵は 「漢奸 検挙 」 も免 れ た （辻 の 指摘）
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の で あ る 。

2）国際実業設立

　戦後王 子恵 は 日本 と上海 を往復 して い た と思 われ るが ， 少 な く とも 1952 年 の サ ン フ ラ

ン シ ス コ 平和条約締結の 前後に は東京 日比 谷 の 日活 国際会館 内に 国際実業 （「実業」 は 実

業部 を想起 させ る） とい う会社を設 立 してい た 。

　岩井英
一に よれば，「来 日後の彼 は ， （中略）新 しい 日華関係貿易再建の た め と称 し ， 実

業部長 当時 コ ネ をつ けて い た政治家の 名 を利用 し ， 或は これ らの 人達 の 諒解が あ っ た の で

あ ろ う， 再 建の た めの 運動 資金 とか ， 新会社へ の 出資金 とかの 名 目で ， 戦前か ら中国 で儲

けた企業や商社か ら金集めを した」とい う。 国際実業 に は 岡村寧次 （元支那派遣軍司令官）・

野村 直邦 （元 海軍 大臣）・徳川義親 （尾 張徳川家）な ど ， 戦時 中に 王 子恵 と関係 を築い た

と思われ る人 々 が顧問に名 を連ねて い た （岩井英
一

， p．403）。

　1952年 8 月 ， 王子恵は 当時 経営不振 に陥っ て い た尼 崎製鋼常務 （経理 担 当）伊美要 に 「香

港の 財閥永安公 司 か ら二 十億 円を 日本 に導入す るの で そ の うち八億円 を融資 して や る」 と

信用 させ
，

1953 年 9 月頃に 「最後 の 仕上 げの 費用 に」 と 500 万 円を借 り出 した ま ま踏み

倒 した。 同様の 手 口 で 日本全 国 17都道府 県の 財界人 40人か らも資金 を借 り倒 し ， そ の 総

額は 7 億 円に上 っ た。王 は こ の 容疑で 1957 年 10 月 に 逮捕 され た （『朝 日新聞』，『読売新聞』

1957）。

　王 子恵 が初め か ら踏み倒 しを考 えて い た の か は ，
「中 国政 府 か ら金 を も ら う予 定で， こ

の た め 次 男 の 王 文 賢 を 台湾 に 行 か せ て い る」 とい う本入 の 発 言 もあ り （『読 売 新 聞』

1957）， 留保 が必 要 で ある。 た だ少 な く とも王 子 恵が戦後の 日中間交流 再開を見越 して ，

これに積極的 に関わろ うとした こ とだ けは確か なよ うで ある。

　戦前 日本の 占領地の 政権に 関わ っ た人物 が ， 戦後の 日本で 再起を模索する動きは ， 例え

ば韓雲階 （元 満洲 国経済部大臣）が 亜東銀行設 立 に 関わ っ た （『読売新聞』 1951a， 1951b）

よ うに ， 他 に も確認 で き る 。 また こ の 時期 ， 趙毓松 （汪 政権実業部部長）・胡蘭成 （汪政

権宣伝部次長） とい っ た人 々 が
， 台湾の 国民党政府 とも大 陸の 共産 党政府 とも異な る ， 中

国の 第三 極 を目指す動 きもあ っ た 。 詳細は不明だが ， 王 子恵が こ うした動 き とも連絡を と っ

て い るこ とを台湾の 中華民国政府 も掴んで い た （蒋中正襠案）。

V ． おわりに

　本 稿で は 日中戦争当初 ， 日本 占領地 で 政府樹立 工 作 に関わ っ た 王子 恵 とい う人物に つ い

て そ の 事績 を整理 して きた 。 その 結果次の 4 点 を明 らか にで きた 。

　 1 つ め は ， 日本 占領地 で 政権樹立 に 際 し ， どの よ うに人選 が行われ て い た の か
， またそ

の 結果如何なる問題 が生 じた の か を具体的事例 に即 して検討で きた点で ある 。 と りわけ王

子 恵 を強力 に推 した 人物が，孫 中山以来 国民党要人 とも関係の 深 か っ た萱野長知 で あ っ た

点は 興味深い
。 萱野は 日中戦争を ， 辛亥革命 と似た よ うな事象 として 捉 えて い た と思われ ，

それ に対 応で き る人物 と して 王 子恵 を想定 して い た の で ある 。
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　2 つ め は，維新政府時期か ら汪政権時期 にか けて 断続 して 行われて い た 対重慶和平工 作

の
一

端で あ る 。 王子恵は宇垣一
成や板垣征 四郎 らの 意向を携 えて賈存徳 らと交渉 した が ，

具 体的な動 き には至 らなか っ た 。 こ うした交渉の 水 面下の 動 きを知る こ とは難 しい が， 日

中に残 され た複数の 回想録を比較対照 した こ とで ，少 な くとも王 子恵 を仲介 とした工 作が

あ っ た こ とは確認 で きた 。

　3 っ めは ， 戦前戦 中戦後 を連 続す る意識 の 存在 で あ る 。 王 は 戦前の 上海で 日中間の 経済

提 携を試み ， 日 中戦争を契機 と して ， 政治の 表舞台に 登場 ， 実業部部長辞任後も，重慶国

民政府 と和平工 作に関わ り続け ，

一
貫 して 日中間を取 り持つ 活動 に身を置い た。 さらに戦

後は ， 国共の 対立 が先鋭化する中， 国民政府と日本 との 間で 反共 を旗印 に 両者の 接近 を試

み ， そ の 後 も日本 と中国の 交流回復 を見越 して水面下 で 積極的に動い た 。

　こ うした活 動 を見 れ ば ， 王子恵 が戦中戦後 を問わず ，
日中の 狭 間に 自らの 活動 の 舞台を

見 出 してい た こ とは確かで あ る 。 王 の 中で 戦前 と戦後はそ の まま繋が っ て い る 。 しか し こ

うした手法は ， 日中両国間の 関係 が流動的で
， また複数 の パ イ プの 併存が 常態化 して い た

環境だか らこそ 可能 で あ り
，

ま た価値を持 つ もの で もあ っ た 。 戦後十年を経て 日中関係 ，

中台関係 が徐 々 に安定化 （固定化）する 中，王 子恵 に代表 され るよ うな人物 の 入 り込 め る

要 素 （狭 間）は少 な くな っ て い っ た よ うに思われ る 。
王 子恵 が逮捕 され ， そ の 活動が終焉

を迎 えた の はま さに こ うした時代 の 転換期で あ っ た 。

　4 っ めは ，王 子恵の 個性 が周囲に与えた 問題 で ある 。
王 子恵は就学時期 を 日本で 過 ご し

た こ ともあ り 日本語 に堪 能 で あ っ た 。 この こ とは 単に 日本語 で コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が 取れ

た とい うこ とに とどま らず ， 日本 人 との 間 に よ り深 い レ ベ ル で信頼関係 を築 き得 た， とい

うこ とで もある。

　
一
方で 堂々 と 自らの 考え を披瀝 し ， 謙遜す る こ となく 自らの 有用性 を ア ピー

ル す る態度

は ， どち らか とい うと中国 人 と して の
， あ るい は 中国社会で の経験に よ っ て 育まれ た もの

の よ うに思われ る。 また穿 っ た見方 をすれば ，
王 子恵が王 文成 （王 文成公 ＝ 王 陽明）な る

別名 を用い て い た点 に，「心即理」 「知行合
一

」 的 と も言 え る ， 王 の 積極的な行動意識 を見

る こ ともで き よ う。
こ うした 王 の 独 特な キャ ラ ク ター

もあ っ て ， 日本人 の 中には王 子恵 に

過度 の 期待 を寄せ る 者が 出た の で ある 。

　最後に 王子恵 が如 何な る 目的を持 っ て 行動 して い た の か ， とい う点に っ い て も触 れ て お

きた い。王 子恵 は 日本当局 か ら見れ ば協力者で あ り， ま た重慶国民政府 に と っ て は 日本 と

の 橋渡 しの
一

人 に過 ぎなか っ た。 しか し
，

王 子恵 に寄 り添っ て 見る と ，
こ うした 日 中間の

問題 に積極 的 に 関わ る こ とで ， 社会的な上昇 を 目指そ うと して い た姿が顕著であ る 。 王 と

宇垣 との 水面 下 の 交渉に つ い て記 した小 川桑兵衛は 「王子 恵は非常な野心家 で ある （中略）

蒋 ， 汪 と肩 を並 べ 得 る，大政治家に なろ うと考 へ て ゐた 亅 と言い 切 っ て い る （小川桑兵衛 ，

p．112）。 王 の 目標が 「大政治家」 で あっ たか は さて お き ， 少 な くとも王 子恵 が 日中戦争に

よ っ て 生 じた既 存の 中国社会体制 の 動揺 を利 用 して ， そ こに食い 込 も うと して い た とは言

えそ うで ある 。
「日支両棲」 を標榜 し た王 子 恵だが

， そ の 存在 は 日本 か らも中国か らもあ

る種 異質な もの で あ っ た 。
「両棲」 た らん と して ， 結局王 子恵 は 日中双 方の エ トラン ゼ に
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終 始 した の で あ る 。 日中戦 争 を挟 む約 二 十 年 間 は こ うした 人物 の 活躍 を許 した 時代で も

あ っ た と言 えよ う。

　最後に ，王 子 恵の 正確 な没年 は 不明だ が，1970年前後 に東京で 没 した （岩井英
一

， p．404）

とい うこ とを付 け加 えて お く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （せ き　 ともひ で
・

日本学術振興会特別研究員）
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